
典はあ
D

ま
せ
ん
。
習
む
議
官
一
に
よ
っ
ご
の
誌
を
お
却
を
一
南
署
と
え
嬰

2
一
@
番
目
?
メ
ン
ト
式
で
一
一
一

軍
レ
遺
伝
し
て
お
い
て
後
に
き
て
一
致
し
ま
す
。
一
汗
d
い
れ
ん
等
で
す
和
島
海
町
一
位
決
議
書
む
な
い
。

話
器
じ
て
も
予
め
申
込

tz一
@
、
皇
霊
状
作
品
審
議
長
乏
な
霊
が
起
き
た
ら
豪
医
臨
む
つ
一
三
申
込
方
法
e

しか特典はあ
b

串害んから、一はじ一ますと南海営起しひどい井惇殴一いて診断答申
mw
て
下
さ
い
。
一
@
申
込
期
H
H
今月十日迄

r

一
治
に
要
君
事
蹟
込

一、季
年
亡
よ
一
翼
に
な
b
、生命にもか与わ
b

一
(
験
器
)
一
@
慰
諺
空
襲
裏
雲
大
会

'・

t
!

・I
l

-

-

，
F|''
司一ぅ。また
?
?
J
b

申込下んでおいた数量一まずから特に注意して下山口い
1

一事務局

紛

争

、

金

の

約

二

割

を

夏

前

排

一

義

の

作

柄

蓄

基

署

認

定

一

i
I
l
l
i
t
-
-
6
5
2裏
員
一
宮

町
一
本
霊
棄
は
前
器
材
;
が
、
討
に

L
H一
白

号

、

?

の

憲

一

長

時

間

足

軒

一

み

が

で

ラ

ジ

オ

慢

操

を

一

詩

話

器

。

時

間

刊
一
蔚
質
入
れ
る
を
に
な

bE。
一
雪
雲
ん
か
ら
政
障
壁
は
売
れ
一
の
警
暴
に
す
る
と
と
が
で
き
一
せ
予
約
の
促
進
量
る
た
実
重
一
市
立
女
子
高
俊
守
購
冒
・
一
役
所
で
庁
い
ま
す

G
S
E
)

叶
一
審
自

T
2
3一審ん。

5
5
2
i
s。
一

ir山米
穀
霊
毒
素
一
み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
集
と
ま
し
ょ
う
一
言
の
で
、
富
同
一
石

E
L引
引
粧
十

闘
士
号
な
く
、
豪
の
留
さ
ん
益
ん
否
定
が
毒
し
て
あ
る

3
一
な
お
襲
撃
し
号
し
な
い
で
一
組
織
溢
れ
る
と
と
じ
ま
ち
た
。
裏
裏
害
毒
事
会
の
義
一
も

Z
E
-
-踊る)で一

F
1
hート

伸
一
番
レ
塁
手
量
で
あ

D一(
警
の
?
富
士
厚
一

;
D症
す
も
の
に
つ
い
て
は
特
一
舎
で
、
町
内

-Z筆
書
留
会
一
行
い
ま
す
。
普
は
装
一
塁
一
一
山
梨
し
む
よ
年
露
支

l
I
B
i
l
l
i
-
-
一
語
レ
?
妥
当
な
数
警
予
喜
一

1
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
1
1

一

一

一

圃

輔

の

た

め

に

、

去

る

査

一

第
九
十
四
銃
一
室
し
て
室
、
札
が
で
き
て
か
ら
由
一

3
〉

5

3
面

k
一
柔
る
官
主
主
一
家
呈
一
撃
か
ら
三
撃
で
多
喜
襲
一
間
十
三
日
か
露
骨

一
?
を
む
な

3
4
3一
搾
¢
害
且
蹴
陽
一
塁
襲
警
躍
す
る
を
一
毒
午
後
一
一
容
量
ま
で
一
留
し
て
い
妻
。
?

一部副長打球技法山一

1
1
i
l引
副
憲
一
覧
許
諾
ね
詩
一
重
量

JMF
一
刊
誌
語
、
持

i
一
塁
手
。
一
い
よ
い
よ
書
量
爆
被
の
た
め
の
一
施
の
現
地
に
は
パ
三
オ
ン
養
一
き
多
義
春
普
及
さ
せ
よ
う
と
す
，
一
一
団
れ
で
お
厳
重
審

議

長

g
Jあ
生
諸
君
本
語
に
雲
皇
子

i長
い
事
託
一

fi
引
j
i
u
-
-ー
一
圏
窮
の
あ
る

iへお

鳴
一

drγ
号
夏
向
一
時
一
望
書
患
の
島
で
警
警
一
室
ワて厨
D
ま

ず

主

管

て

一

首

掘

耕

現

天

亀

一

阻

害

下

さ

い

。

露

関

一

手

c

一
pi或
い
は
パ
ラ
チ
オ
、
建
竺
下
さ
い
。
一
・

l
i
l
-
-
.

一
一
週
園
調
は
六
月
二
十
三
日

航
一
色
紙
問
じ
ょ
っ
℃
襲
し
楽
に
す
で
あ
る
車
寄
与
喜
子
、
薬
剤
費
量
の
暴
言
一
凝
る
十
七
日
敷
島
公
園
で
一
闘
員
旦
ニ
十
百
ま
で

随
一
つ
い
て
は
政
商
品
襲
貧
一
言
ま
ず
の
で
次
の
ζ

とに、よく一て約十日

2
一
週
間
は
奇
襲
一
本
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
、
豆
ド
コ
l
ト
で
種
ず
さ
と
を
三
重
行
い
ま
す

G

星
雲

閣
制
一
雪
で
豪
華
ナ
。
一
智
語
い
ま
す
。
一
の
憲
主
型
、
本
書
厳
一
育
議
員
会
そ
の
他
の
後
鍵
で
蕗
市
パ
一
市
量
去
の
君
事
警
で
い
一
邑
習
の
債

B
Z量

制覇一・乙の制度口ょっ℃販売しも
F

米の一@、
g
溜
羽
田
HH
詔
月
上
旬
か
ら
元
月
一
楽
し
ま
す
。
一
レ
i

ボl
ル
協
会
改
嵐
広
売
記
念
大
会
一
一
ま
す
。
一
回
句
d

は午前九時から夜間は

震
誠
一
一
定
量
喜
舎
か
か
D

き

ん

一

奇

ま

で

一

Q
議
議
っ
て

2
3日
実
一
を
来
季
首
(
日
}
午
前
八
時
三
十
一
一
警
告
一
午
後
語
か
ら
午
後
九
時
半
ま
で
で
す

龍
一
書
定
案
書
図
的
に
販
売
さ
れ
一
健
筆
壁
H
事
沓
議
選
一
施
じ
当
つ
て
は
襲
、
宣
伝
戸
一

2高
遅
延
長
夢
ラ
ン
一
-
富
市
に
建
語
、
撃
の
一
(
謹
書
)

岐
閥

mm
一E豊
E
E
E
E層
面

aEFE霊
E
a
E
ι
E
E
S
E
'
E
g置

'M詰

E
Z
E
E畠
S
E
E量
司
畠
'
醤

E
E
E冨
自
信
書

E
E
g
E
S
E
S
E
-
国自国‘一慣れかに該当するもので愚腕。一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

和

一

市

営

住

宅

入

居

者

募

集

一

h
y
g
i、
一
日
投
語
能
結
五
円
川
時
会
は
択

'
V一
市
で
は
三
十
害
警
の
量
二
V
一
番
町
言
究
開
二
糠
一
合
事
ら
、
護
憲
一
入
量
一

g
g
g援
護
、
第
十
一
一
笥
一
審
理
主
。

d
一Z
Z警
2
4の
入
麗
一
章
込
書
一
一
、

8円
議
じ
を
一
・
一
望
者
量
な
轟
丈
一
一
一
襲
喜
一
マ
日
時
十
日
百
)午後六時

争
一
希
望
を
室
長

ZE--一
2
Eに
露
言
語
一
一
六
、

S
E云一、
8
て
一
重
差
。
一
@
一
般
会
、
男
と
す
る
。
一
マ
場
所
聖
書
霊
堂

L
な
主
主
。
」
含
有
す
る
者
で
、
本
市
に
一塁し者一

O
一患
の
収
入
あ
る
賓
室
一
章
言
語
英
語
込
書
一
星
稜
は
一
色
人
ず
る
@
一
マ
官
ア
ル
ル
の
事
』
の
他

EF--霊
露

号

室

一

-Y言
語
意
義
一
言
一
人
訴
の
審
会
事
量
一
躍
市
役
所
喜
一

i
l
i
-
-川
i
1
1
1

u
h
一v
円

建

特

区

り

わ

↓

一

刊

す

駐

車

日

一

語

先

蕗

量

審

議

一

尊

師

。

貨

六

;

一

十

月

岡

勢

調

査

ご
二
一
煙
家
賃
一
、
只
量
一
建
叉
言
語
字
書
。
一

2
翌
十
霊
第
一
期
雲
で
の
一
・
剛
造
語
賀
十
一
日
、
十
一
一
一
を
レ
の
十
月
百
読
書
号
、
ー富
い
っ
せ
い
じ
国
勢
票
行

-Z所
室
長
一
@
、
幕

g宅
整
一
名
以
上
一
市
思
議
案
管
て
い
る
竜
一
日
、
士
一
一
日
の
一
言
問
。
一
転
妻
。
ζ

の要は

ZEτ
行
わ
れ
る
の
て
そ
の
震
に

マ
空
守
町
商
千
八
一
戸
一
棟
一
あ
暴
露
警
撃
事
一
(
本
震
で
な
い
者
時
そ
の
震
一
主
最
善
処
用
語
誇
の
一
実
の
閥
、
容
も
を
い
妻
。
い
ま
県
と
市
で
は
、
調
査
の
き

同

一帯
畏
示
一
@
、
実
遊
撃
の
毎
月
寝
入
一
警
富
の
器

E量
一
際
還
を
宅
ま
す
。

(薯
寵
〉
一
雪
量
め
て
い
手
。
(
市
量
)
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一
事
実
行
出
来
な
い
も
の
で
す
。
隼
一
あ
そ
び
も
露
で
す
が
弘
、
あ
そ
び
立
す
轟
雲
鰐
で
種
読
ま
す
が
一
嬰
建
水
嚢
襲
竺
天
然
色
〕

規

律

保

っ

て

健

康

・

安

金

一

語

日

謀

長

良

一

白

河

村

守

合

い

言

葉

詰

持

鰐

鍔

一

九

寸

法

投

手

打

:
B
I
f
f
-
z
l
:
'

ー

一

ζ

とが大切です。学務事い
δ
q
仕
事
築
基
援
の
書
室
一
す
。
目
ー
さ
示
一
議
土
記
(
天
然
色
)

競

f

学
習
と
避
が
は
週
蜜
に
一
い
ろ
と
事
レ
て
き
繁
華
一
令
に
よ
っ
て
曳
い
ろ
い
主
主
1
1
1
1
1
1
1
1

m

e
d
-
-
2お
じ
引
行
川
お
願
い
一
れ
い
な
誤
皇
儲
銭
円
山
両
日
以
日
明
日
一
赤
痢
菌
が
ね
吟
宇
'

場
町
の
夏
休
み
霊
一
る
わ
け
で
す
。
葉
み
が
効
果
的
屋
一
ラ
ン
で
も
よ
い
か
ら
援
に
考
え
さ
一
ち
ん
と
す
量
償
-gu差
益
一
仕
ご
と
を
与
え
高
島
に
一
大
切
な
一
と
れ
か
ら
ま
す
ま
す
偉
陰
/

m

z
。
小
中
一
電
車
時
子
供
事
自
主
襲
一
せ
、
そ
れ
議
室
せ
る
を
至
要
で
す

G

遊
び
に
つ
い
て
は
憲
一
と
と
ご

E
皇
室
く
み
一
意
書
る
と
夏
の
通
達
に
強
予
市
装
雪
国
務
ニ
伎
の
山
羊

S
E

震
は
、
若
干
一
よ
る
ほ
去
る
襲
安
史
浩
に
一
喪
主
。
一
問
題
で
す
。
宗
季
節
な
の
で
章
一

5
wて
宮
、
仕
冶
と
の
努
力
之
〈
管
お
ま
す
剤
、
派
閥
聞
も
か
つ
石
量
県
で
あ
る
の
で
、
長
野
県
長

剖
一
日
か
ら
金
王
な
れ
ば
子
供
蓉
自
壊
り
つ
な
喜
一
@
、
健
康
窒

2
2変
量
一
の
、
豪
雪
ま
す
。
炎
天
孝
一

b
ゅ
う
ぶ
ん
み
と
め
て
や
る
乙
と
が
一
ば
吉
聖
空
手
。
不
潔
な
章
一
い
で
雲
ら
れ
た
も
の
で
、
全
県
下
に

+
四
日
ま
で
一
ヶ
月
余
一
期
察
身
に
つ
い
て
し
ま
う
震
に
な
一
語
量
車
警
は
か
る
た
め
に
一
は
特
に
善
摂
畿
で
す
レ
五
ぶ
一
挙
と
愚
民
ま
す
。
一
ゃ
、
の
み
も
の
の
中
に
は
手
菌
が
一
亘
っ
て
ま
す
ま
す
そ
の
審
議
ん
じ

吋

l

h
g

で
五
隻
期
間
す
ま
ず
か
ら
1

夏
休
み
南
左
ん
な
点
に
一
は
よ
い
機
会
で
あ
る
と
関
鰐
に
、
反
一
な
い
花
火
、
川
で
の
水
実
蓄
の
一
(
教
育
委
員
拳
綬
歓
喜
)
一
ひ
そ
ん
で
い
て
私
室
・
語
ら
っ
て
い
子
る
器
、
此
の
際
益
警
の
皆
さ
ん

と
の
ぞ
長
率

E〈
ぷ
え
る
護
老
翁
撃
さ
せ
た
主
主
、
一
一
寄
っ
と
も
選
議
会
で

gD一

l
l
i
l
i
1
1
1
1
1
1

一
手
。
飲
食
物
は
い
つ
も
醤
な
も
の
一
が
多
数
語
読
ま
す
よ
っ
希
望
致
レ

四

日

一

諸

問

が

刊

紙

諒

一

繁

一

語

誌

は

一

軒

盟

諸

ト

ゥ

ド

一

日

収

入

の

一

割

問

は

一

長

位

以

諸

税

一

府

長

時

間

務

品

川一部議総選佐一龍一一議一玩入の龍三託子ぅ一機器間一一間説明諮問持

一
量
産
D

ます。もっ

igい
一
事
雫
室
活
で
す
。
い
や
で
も
一
は
込
書
な
い
と
と
が
手
せ
っ
士
日
一
人
十
円
前
奮
す
れ
筆
闘
で
竺
聖
母
放
の
E
H
b
いれんは一罪
-
b
出
を
は
き
い
ね
い
に

T
I
l
l
-
-
-

由

E
R言
語
襲
露
呈
調
書
差
活
で
す
が
一
警
の
主
で
す
。
万
語
に
な
存
者
は
一
に
一
一
一
壬
一
酉
脅
話
会
。
主
疲
労
-E警
ま
ら
、
お
き
い
一
言
い
き
さ
つ
。
ハ
エ
柔
理
一
圏
働

一

5ら
は
な
れ
を
宮

E
で
一
警
は
一

B
Z障
を
?
一
雪
辱
く
し
て
下
さ
い
。
一
義
庭
も
む
だ
づ
か
い

3、
貯
一
て
阜
〈
助
げ
き
る
。
一
与
す
き
ず

l
i一
金

び

髭

繍
一
持
続
諸
民
純
一
袋
紅
一
員
一
@
詩
詳
「
対
日
一
段
関
野
町
長

U

一
錯
誤

57!日
崎
二
輪
日
開
掛
川
市

震
な
彊
摂
子
巻
善
良
二
雇
前
む
を
お
い
よ
う
ど
ん
な
ア
一
ん
た
ん
な
裏
で
あ
b

まずがなか↑います
o

-

(

擁

護

)

一

う

。

一

一

日

と

Z
:

一

一

Z
フ
ジ
ル
へ
位
、
一
競
愈
主

b
h
k
i
l
-
-パ
引

|

一

時

認

す

重

一

倍

野

の

算

要

員

長

プ

一

制

E
f日
土

ホ
b
t、〈
J

l
ず

一

一

;
J
1ン
パ
ウ
ロ
州
警
移
民
と
一
一
隔
年
冠
サ
日
日

?

3

.

一
震
を
あ
た
た
め
る
み
ま
っ
て
一
与
霊
平
智
警
察
長
一
市
岡
王
で

m
m

i
B訪
れ
注
立
川
の
も
二
信
い
刊
誌
持
]
経
緯
詰
替
市
出
品
£

5
5、毎年との時期にな一@シ
Z
ー
は
一
挙
あ
び
る
よ
に
は
一
|
仁
川
閣
員
会
)
一
月
士
百
頃
の
予
定
で
す
集
部
)
一
句
附
霊
長

い
町
内
持
仙
河
村
れ
一
山
併
時
三
に
ま
一
山
昏
映
脅
の
タ
一
単
行
引

E
F一
百
一
月
湖
沼
9
悶

養
護
の
を
き
守
る
よ
一
器
管
請
に
H
警
増
設
喜
一
九
日
群
購
書
館
で
石
ぢ
市
開
塑
か
字
音
一

7
司

級

思

笥

町

う
号
下
さ
い
。
一
が
い
の
も
と
で
す
。
吾
妻
器
市
山
塞
語
、
一
ま

E
9
i
z一
1
計
J
和

豊
富
響
歪

F
4
3一
号
汚
高
ょ

i
Eほ
一
塁
塁
審
後
援
の
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